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平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ1212

東京から東京から
移住しました!移住しました!

　　山山
やまやま
内内
うちうち
　　彩彩

あやあや
さんは、昨年のさんは、昨年の６６月から町主催月から町主催

のスパルタキャンプにのスパルタキャンプに４４回参加しました。回参加しました。
今は平泉町に移住し、地域おこし協力隊の今は平泉町に移住し、地域おこし協力隊の
一員として、平泉町の一員として、平泉町の II T化にとりくんでT化にとりくんで
います。（関連記事P18）います。（関連記事P18）

議会だより

表紙の紹介
　
３
月
か
ら
マ
ス
ク
着
用

が
自
己
判
断
と
な
り
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
位
置
付
け
が
５
月
８
日

か
ら
５
類
へ
と
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
気
が

戻
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
自
粛
生
活
や
在
宅
勤
務

の
増
加
で
希
薄
に
な
っ
た

人
と
人
と
の
繋
が
り
は
そ

の
ま
ま
で
す
。人
の
波
だ
け

が
戻
る
こ
と
に
若
干
の
戸

惑
い
も
感
じ
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の

し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

特
に
Ｉ
Ｔ
技
術
に
精
通
し
て
お

り
、
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
ア
プ

リ
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
泉
町
の
自
然
豊
か
で
空
気

が
澄
み
、
静
か
な
と
こ
ろ
が
と

て
も
気
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
休
日
に
は
少
量
の
お
酒
を

た
し
な
み
、
冬
に
は
趣
味
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
今
は
東
北
の
行
っ
た
こ
と

の
な
い
と
こ
ろ
を
巡
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

東
京
都
出
身
の
山
内
さ
ん

は
、
４
年
間
の
大
学
生
活
を
ド

イ
ツ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
帰
国

後
は
都
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤

め
、現
在
は
平
泉
町
に
移
住
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一
員
と

や
り
が
い

や
り
が
い
の
あ
る

の
あ
る

楽
し
い
楽
し
い
こ
と
を
こ
と
を
平
泉
で

平
泉
で

人
と
の
繋
が
り
を
取
り
戻

せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

氷
室
裕
史　

通行者を癒す芝桜ロード
青木先一さん（平泉字志羅山）

　平泉中学校の南側、町道中学校線は整備
以来平泉駅、国道４号に繋がる道路として
交通量が増えています。その中学校線の沿道
に毎年４月、芝桜がかわいいピンクの花を
咲かせます。
　青木先一さんが河川敷の町民農園で育て
た芝桜の移植を始めて５年になります。青木
さんは、県立学校事務職を退職後、長年、
世界遺産、そして観光の町として環境整備
に当たっています。
　一方で役場周辺の雑草の処理など、町と
してもっと景観に配慮してほしいと願って
います。
　青木さんが一関農業高校在職中に見た
写真に感銘して植え始め、根付いた芝桜は
今年も桜の季節に散歩を楽しむ人、車の
運転者を楽しませています。

単身の若者が入れる住居を
議
会
だ
よ
り
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編集スタッフ
委
員
長
　
阿
部
　
圭
二

副
委
員
長
　
稻
葉
　
　
正

委
　
員
　
升
沢
　
博
子

委
　
員
　
氷
室
　
裕
史

委
　
員
　
大
友
　
仁
子

頑 張 る 人
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予算の詳しい内容は、「広報ひらいずみ４月号」をご覧ください。

 
くらし
■公共交通事業 776万円
■行政区地域課題対応事業(地域活力推進費） 500万円
■町道整備（樋の沢大佐線、衣関線、桜森線） 4532万円
■町道、橋梁長寿命化事業 9500万円
■バリアフリー住宅改修補助金 50万円
■後付け急発進等抑制装置設置補助金 30万円
■一関地区広域行政組合分担金・負担金（環境衛生分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1億5306万円
 

ゴミの減量は
問 　広域行政組合の負担金は増えてい
るが、ごみの量は減っているのか。

答 　ごみの排出量は人口減などによ
り、横ばいか若干減っている。
負担金の増額は、新焼却施設
等の建設費増による。

三枚山光裕三枚山光裕
議員議員

地域課題へ対応を
問 　地域活力推進費の活用は。
答 　地域課題を検証し、優先度、緊急
性を考慮して決めていく。

阿部圭二阿部圭二
議員議員

可燃ゴミの中には、リサイクルできるものが、
沢山含まれています。正しく分別しゴミの減量
化を実現しましょう。

阿部慶
けい

元
げん

さん（平泉字花立）

地域課題対応で、道路が改修され、
安全になって良かったです。

小野寺郁
いく

子
こ

さん（長島字月舘）

町
民
町
民
のの
声声

町
民
町
民
のの
声声

一般会計
歳入
令和５年度
47.7億円

令和４年度
46.4億円

3.5
億円

21.6億円 2.3
億円

8.0億円 6.1
億円

3.2
億円

2.9
億円

3.5
億円

21.1億円 2.7
億円

7.9億円 5.2
億円

3.1
億円

3.0
億円

町税 その他
県支出金

国庫支出金 地方交付税 町債
（借金）

その他

自主財源 依存財源

不燃ゴミ、プラ収集日、正しい分別を

満員御礼コミュニティバス

改修された月舘１号線

暮らし暮らしにに活かせ 地域活かせ 地域

く 

ら 

し
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少子・定住化対策
■地域おこし協力隊活用事業 1688万円　■起業・事業継承支援事業 100万円
■次世代技術者養成事業（プログラミング） 1116万円　■移住支援補助金 200万円
■若者向け空き家住宅取得補助金 180万円　■出産祝金 200万円　■結婚祝金 60万円
■出産応援金 200万円　■子育て応援金 200万円

子育て支援
■子育て支援センター事業 679万円　■子育て世代包括支援センター事業 353万円
■放課後児童対策事業 2252万円
 

　
議
会
定
例
会
３
月
会
議
は
、
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
し
、
令
和
５
年
度
の
予
算
審
査
で
は
、
特
別
会
計
を

含
む
７
会
計
の
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
木
町
長
と
𠮷
野
教
育
長
が
令
和
５
年
度
の
方
針

を
表
明
し
、
一
般
質
問
で
は
８
名
の
議
員
が
町
政
課
題
・

教
育
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

定
例
会

定
例
会
３３
月
会
議

月
会
議

地域おこし事業は
問 　地域おこし協力隊への事業委託は。
答 　特産品開発による農業振興、
デジタル化支援事業への委託
業務を予定している。毎年
度３名増員し、３年間で最
大９名に業務委託したい。 稻葉　正稻葉　正

議員議員

単身移住者の入居先がなく、
困っているという話を耳にし
ます。速やかに対応するべき
です。

石神正
まさ

和
かず

さん（平泉字倉町）

地域の魅力を発掘する
力に期待しています。

千葉君
きみ

忠
ただ

さん
（平泉字伽羅楽）

町民町民のの声声 町民町民のの声声

単身移住者へ補助を
問 　単身移住者への賃貸料補助の考えは。
答 　賃貸料補助等の協議は行っていない。
現状は、単身者が移住できるアパー
ト等が少ないことが課題である。 猪岡須夫猪岡須夫

議員議員

一般会計
歳出
令和５年度
47.7億円

令和４年度
46.4億円

5.3
億円

7.1億円7.1億円 11.4億円 4.2
億円

4.5
億円

4.9
億円

3.2
億円

5.0
億円

6.9億円 4.6
億円

4.9
億円

7.1億円 11.1億円 3.7
億円
3.1
億円

総務費 民生費
衛生費 土木費

農林
水産業費

教育費 公債費 その他

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

新
井
泰
雄
さ
ん
、
河
野
綾
華
さ
ん

山
内
　
彩
さ
ん

希望者全員が入所したすぎのこ児童クラブ

議
会
と
町
民
、
共
に
考
え
る
予
算
町
の
事
業
に
対
す
る
町
民
の
声
は
様
々
で
す
。

議
員
と
一
緒
に
考
え
、
満
足
度
の
高
い
事
業
へ
！

主な事業

※地域おこし協力隊… 都市地域から人口減少等の進行が著しい地域に移住して、「地域協力
活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取り組み。

少
子
・
定
住
化

密着型予算密着型予算
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　３月13日、14日に予算特別委員会を開催
し、すべての会計予算について、審査意見
を付して、可決すべきものと決定しました。

１ 　物価対策にとどまらず、コスト意識をもって経費節減に
努められたい。
２ 　定住化促進及び子育て環境の充実に努められたい。
３ 　農業政策の立案と推進には、支援が届く事業を進められたい。
４ 　世界遺産、日本農業遺産などを活用した観光客の受け入れ
態勢の構築を。
５ 　健康福祉交流館は「施設活性化調査」を踏まえ、健全経営を。

コスト意識を持った政策立案を 令和５年度会計別予算
会　　　　計 予 算 額

一　 般　 会　 計 47億6600万円

国民健康保険会計 8億1530万円

後期高齢者医療会計 9720万円

健康福祉交流館会計 8380万円

町 営 駐 車 場 会 計 6320万円

下 水 道
事業会計

資本的 2億7535万円

収益的 2億1307万円

水　　道
事業会計

資本的 2億9244万円

収益的 3億8330万円

合　　計 69億8965万円

※単位未満を四捨五入しています。

 
産　業
■中山間地域等直接支払交付金制度事業 6861万円
■多面的機能支払交付金事業 4878万円
■農業関係補助金（新規）
　・園芸産地形成推進補助金 146万円
　・営農継続農業機械支援補助金 150万円
　・収入保険加入促進補助金 160万円
■観光客受け入れ態勢整備補助金 158万円
 

畜産農家への支援は
問 　肥育素牛の地域内保留対策補助は、
１件の農家を対象とする補助金になるの
ではないか。

答 　地域内の繁殖農家からの購入を
条件としている。畜産農家全体の
支援と考えている。 千葉勝男千葉勝男

議員議員

牛の繁殖農家も、後継者
不足の課題があり、肥料
代、飼料代高騰への支援
を望みます。

千葉　徳
とく

一
いち

さん
（平泉字熊野前）

町民町民のの声声

にぎわい創出事業の支援は
問 　中尊寺通りにぎわい創出事業補助
金は終了したのか。

答 　平成27年度～令和４年度まで事
業補助を行った。補助金は交付
しないが、人的な支援を引き続
き行う。 佐藤孝悟佐藤孝悟

議員議員

町民町民のの声声

収入保険補助は平等か
問 　白色申告者が補助を受けるには、最低
２年が必要ではないか。

答 　補助を受けられるよう対象者の補助
期間を延長する。白色から青色申告
への切り替えを働きかける。 髙橋伸二髙橋伸二

議員議員

予算委員長予算委員長
真篭光幸真篭光幸

賑わうホコ天まつり

町民町民のの声声
地元を元気にするため、ホコ天
まつりは重要です。

小野寺潤
じゅん

子
こ

さん（平泉字泉屋）

青色申告の手続きは複雑で大変
だと思います。

千葉　和
かず

秋
あき

さん（平泉字泉屋）

産　業
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教　育
■学習交流施設指定管理料 5647万円
■特別支援教育支援員（12人） 2119万円
■英語教育の充実
　・外国語指導助手２名の配置 1016万円
　・英語教育推進員 310万円
　・中学生英語検定料無料化 165万円
■史跡保存修理事業
　（無量光院跡、観自在王院跡） 7089万円
 

 
防災・安全
■平泉分署救急車更新事業 3800万円
■防災重点ため池ハザードマップ作成事業 520万円
 

花立ため池はきれいな池で
あってほしい。町はしっかり
管理をするべきです。

佐々木康
こう

司
じ

さん
（平泉字花立）

防災関連マップは一括で
問 　ため池ハザードマップを、既存の防災マップ
と合わせて作成することはできないか。

答 　次期防災マップの更新に合わせて、ため池
ハザードマップと一つのものとして作成
したいと考える。 氷室裕史氷室裕史

議員議員

町民町民のの声声

遺物の管理は
問 　出土遺物の保管は。
答 　建物を借用し、かわらけ等劣
化しにくい遺物を管理して
いる。増加する埋蔵文化財
の管理が課題である。 升沢博子升沢博子

議員議員

貴重な遺物の保管が気にな
ります。町内空家の活用も
一案かと思います。

春日谷初
はつ

男
お

さん
（長島字田頭）

町民町民のの声声

遊具施設の整備を
問 　廃止される志羅山児童館の遊具につい
て、移設の考えはないか。

答 　遊具の利用は少なく、老朽化してい
る。移設には、経費がかかるため撤去
する。子どもの遊び場については、
今後検討する。

大友仁子大友仁子
議員議員

町民町民のの声声
町民の意見も聴いて欲しい。
早急に子どもの遊び場を造っ
て欲しいと切に願います。

加藤あつ子
こ

さん（平泉字志羅山）

荒廃している花立ため池

撤去予定の志羅山児童館の遊具

観自在王院跡の発掘作業

教　
育

防災・安全

議
会
と
町
民
、
共
に
考
え
る
予
算
町
の
事
業
に
対
す
る
町
民
の
声
は
様
々
で
す
。

議
員
と
一
緒
に
考
え
、
満
足
度
の
高
い
事
業
へ
！
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反対です 討論 賛成です

説明は十分だったのか
猪岡　須夫 議員

　国から高齢職員の昇給抑制等が求められて
いる。また、これに関して、町議会への説明
も不足していると思われる。

議
案
第
24
号

全体を見通した予算である
升沢　博子 議員

　５年度一般会計予算は町全体の福祉を考え
たものである。事業経費を手堅く見積り、農業
支援、人口減少対策にも効果が期待される。

十分に審議されたものである
三枚山光裕 議員

　予算特別委員会において慎重審議を尽く
し、意見書を付したものである。この予算案
は賛成すべきである。

福祉に還元を
猪岡　須夫 議員

　議員の期末手当の上昇分を、子育てをはじ
めとした様々な福祉に充てるべきであると考
え、反対とする。

発
議
第
１
号

働きに見合った対価を
髙橋　伸二 議員

　一般職も特別職も対価は支払われるべきで
あり、また、それに見合った働きをすること
も当然である。

令和４年度補正予算
会　　　　計 補 正 額 補正後予算額

一　般　会　計（第8号） 456万円 52億7596万円

一　般　会　計（第9号） 2億4349万円 50億3247万円

国民健康保険会計（第3号） △1010万円 8億810万円

後期高齢者医療会計（第2号） △399万円 9316万円

健康福祉交流館会計（第3号） △116万円 9355万円

町営駐車場会計（第4号） 230万円 6071万円

下水道事業会計
（第2号） 収益的支出 △732万円 2億7817万円

水道事業会計
（第3号）

収益的支出 235万円 2億8837万円

資本的収入 △6861万円 2億7237万円
※単位未満を四捨五入しています。

令和５年度補正予算
会　　　　計 補 正 額 補正後予算額

一　般　会　計（第1号） 1億125万円 48億6725万円

議案第６号・７号・発議第１号

期末手当等の引き上げ
①特別職・議員の期末手当の引き上げ
　　3.2月→3.3月へ（0.1月引き上げ）
②会計年度任用職員の勤勉手当引き上げ
　　2.45月→2.55月へ（0.1月引き上げ）
　　施行は、令和５年４月１日。

議案第17号

無駄のない予算編成を
問 　防犯灯設置等の工事費が減額となって
いる。町民からはまだまだ設置希望がある
と認識しているが、見解を伺う。

答 　防犯協会等との
検討の上、必要な設
置は行っていると
認識している。その
他の必要な設置箇
所については、令和
５年度以降に各地
域等の要望を聞き
設置していきたい。

問 　結果的に基金への繰戻しが多額になっ
ている。計上していた予算は適切であっ
たのか。

答 　子育て世帯への臨時給付金など確実に
行き渡らせるため、元々高めに設定して
いた部分があった。

令和４年度は、
防犯灯を15基設置
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議案第15号

中尊寺通り整備完成　県道から町道へ

町と両輪で管理を

岩手県整備【一般県道平泉停車場中尊寺線（通称　中尊寺通り）】
　全体事業費：約35億円
　事業内容：道路改良1.4㎞、小公園３カ所、踏切拡幅２か所 など

　岩手県による中尊寺通りの整備事業が
完了し、一部が町へ移管されます。

問 　今後の街路樹の管理は。

答 　基本的には町道として町が管理す
るが、地域の皆さんの協力も必要と
考える。

議案第４号

放射線対策室を廃止
問 　今後の放射線測定の業務は。

答 　放射線測定は今後、町民福祉課で行う。
農産物や学校給食材料については、これまで
どおり農林振興課、教育委員会で測定する。

館前小公園

歩車共存となった中尊寺通り

JR平泉駅

至　毛越寺

至　中尊寺

県道 300号

高館山

無量光院跡

泉屋公園

上坊小公園
館前小公園

今回移管される 957.74 ｍ

農産物検査の様子

議会だより   第179号 6



議長交際費を公表します
１月分　３万 1000円
　　　　（元議員への花環代、懇談会会費など）

２月分　8000円（交流会会費）

３月分　１万 4000円
　　　　（ 企業懇談会会費、中尊寺通りの

完成を祝う会　祝賀会会費など）
※詳細はHPをご覧ください。

議会定例会６月会議のお知らせ
６月８日（木）～15日（木）

開催予定
※本会議はインターネットで生中継しています。

※ 掲載している内容は、質問者自身が要約し広報
委員が校正したものです。
※ 議会ホームページでご覧いただけます。

　一般質問は、議員が執行機関である町長な
どに対し、事業の状況や将来の方針などの諸
問題について問うものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間で質
問を行います。

P10 真篭光幸 議員
①束稲山麓地域日本農業遺産登録後の活用策

P11 髙橋伸二 議員
①学校の働き方改革の取り組み状況
②平泉町立学校職員安全衛生管理規程の制定

P12 氷室裕史 議員
①学校教育の現状と今後の展望

P13 大友仁子 議員
①安心で安全な子育て環境の整備
②奨学金の代理返還制度の周知

P14 阿部圭二 議員
①人口減少対策
②パートナーシップ制度の導入

P15 猪岡須夫 議員
①まち・ひと・しごと創生推進基金活用事業
②平泉町交通施策
③健康福祉交流館運営
④小中学校での I CT整備と運用

P16 升沢博子 議員
①子育て支援

P17 三枚山光裕 議員
①町長施政方針演述と新年度予算案
②教育行政方針演述

　平泉町議会では、大規模災害等発生時の各
議員の役割、議会の機能を確認し、議員の防
災意識の高揚につなげるため、３月11日に
防災訓練を実施しました。
　令和３年３月に導入したタブレットを使用
し、各議員から安否確認、被害状況を事務局
へ連絡した後、「災害対策連絡会議」をオン
ラインで開催し、非常時におけるICT技術
を導入した会議開催について検証しました。
　改めて、有事への備えの大切さを議員一同
実感しました。

有事の心構えを有事の心構えを
議会防災訓練

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここここがが
聞聞きたい！きたい！
ここここがが
聞聞きたい！きたい！
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

議会定例会３月会議（３月７日～ 16日）

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友　
仁
子

稻
葉　
　
正

猪
岡　
須
夫

氷
室　
裕
史

阿
部　
圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　
光
幸

髙
橋　
伸
二

佐
藤　
孝
悟

千
葉　
勝
男

升
沢　
博
子

髙
橋　
拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第 6号　 特別職の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例改正 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
議案第17号　令和４年度一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
議案第20号　令和４年度健康福祉交流館会計補正予算（第３号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
議案第24号　令和５年度平泉町一般会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
議案第27号　令和５年度平泉町健康福祉交流館会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
発議第 1号　 議員報酬及び費用弁償等に関する条例改正 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決

※採決に議長は参加していません。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和４年度補正予算
第1号 一般会計補正予算（第８号）（出産応援金、子育て応援金など） 7

議会定例会１月第２回会議（１月27日）

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　条例制定及び一部改正

第2号 個人情報保護法施行条例
（法律の改正による条例制定）

第3号 個人情報保護審査会条例
（審査会設置のための条例制定）

第4号 課設置条例
（放射線対策室の廃止に伴う改正） 6

第5号
議員及び町長の選挙運動の公費負担に関する
条例（選挙運動の公営費用の限度額引き上げ
に伴う改正）

第6号
特別職の給与並びに旅費及び費用弁償に関す
る条例
（期末手当を引き上げる（0.1月分）改正）

7

第7号
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例
（勤勉手当を引き上げる（0.1月分）改正）

7

第8号
家庭的保育事業等の設備及び運営基準を定め
る条例（安全計画の策定義務化など国の基準
の改正を踏まえた改正）

第9号
町立児童館設置条例を廃止する条例
（福祉教育施設の充実及び利用者の減少によ
り児童館を廃止する）

第10号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営基準
を定める条例（安全計画の策定義務化など国
の基準の改正を踏まえた改正）

第11号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営基準を定める条例
（子ども家庭庁設置法の施行等に伴う改正）

第12号 子ども・子育て会議条例
（子ども家庭庁設置法の施行等に伴う改正）

第13号 国民健康保険条例
（出産一時金の額の改正）

　事件案件

第14号 辺地に係る総合整備計画の変更
（戸河内地区の消火栓新設工事費の増額）

第15号 町道の路線認定（岩手県から「平泉停車場
中尊寺線」の一部移管に伴う町道認定） 6

第16号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の増減及び組合規約の一部変更の協議

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和4年度補正予算

第17号

一般会計（第９号）
（健康福祉交流館繰出806万円、ワクチン接
種事業△3012万円、エネルギー価格高騰
補助金△824万円、下水道事業会計補助
△732万円、消防事務負担金△628万円、
職員人件費△4,716万円など）

7

第18号
国民健康保険特別会計（第３号）
（保険給付費△478万円、基金積立△680万
円など）

7

第19号 後期高齢者医療特別会計（第２号）
（保険基盤安定負担金減額など） 7

第20号
健康福祉交流館特別会計（第３号）
（入館料△646万円、食堂売り上げ△248万
円、一般会計繰入806万円増など）

7

第21号 町営駐車場特別会計（第４号）
（駐車場使用料230万円増） 7

第22号 下水道事業会計（第２号）
（流域下水道維持管理負担金の減額） 7

第23号 水道事業会計（第３号）
（企業債（借金）の借入額の減など） 7

　令和５年度予算、補正予算
第24号
～第30号

一般会計、特別会計、下水道事業会計、水道
事業会計予算 2～5

第31号
一般会計補正（第１号）
（新型コロナウイルスワクチン接種事業9841
万円など）

7

　人事案件
諮問
第1号 人権擁護委員の諮問（千葉博昭さん（再任））

　議員発議
発議
第１号

議員報酬及び費用弁償等に関する条例
（期末手当を引き上げる（0.1月分）改正） 7

発議
第２号

議会の個人情報保護条例
（議会における個人情報の適正な取り扱いを
定めるための制定）

発議
第３号

議会会議規則の改正
（会議録に記載しない事項等について、現状
に合わせるための改正）
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一　般　質　問

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、

苦
労
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
提
供

し
て
い
る
先
生
方
の
、
長

時
間
勤
務
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
の
現
状
は
。

教
育
長
　
教
職
員
の
時

間
外
在
校
等
時

間
の
減
少
に
向
け
、
学
校

に
お
け
る
「
働
き
方
改
革

方
針
」
を
策
定
し
取
り
組

み
、
減
少
傾
向
に
は
あ
る

も
の
の
、
未
だ
看
過
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。

問
　
小
・
中
学
校
で

は
独
自
の
課
題
や

日
常
の
問
題
点
を
、
学
校

長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、

忌
憚
な
く
話
し
合
え
る
時

間
、
場
と
い
う
の
は
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
各
学
校
と

も
年
３
回
程

度
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

課
題
解
決
に
向
け
て
学
校

全
体
で
検
討
し
て
い
る
。

　

問
　
服
務
監
督
権
者

で
あ
る
教
育
委
員

会
や
学
校
長
が
、
目
的
意

識
を
も
っ
て
残
業
時
間
を

減
ら
す
た
め
の
「
助
言
、

指
導
、
支
援
」
を
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
勤
務
時
間

に
対
す
る
意

識
づ
け
と
、
学
校
の
実
情

に
合
わ
せ
た
業
務
改
善

に
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
職
員
が
効
果
を
確
実
に

実
感
で
き
る
よ
う
、
積
極

的
に
指
導
助
言
し
て
い
く
。

問
　
残
業
時
間
数
を

減
ら
す
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
行
き
届
か

な
か
っ
た
所
を
是
正
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
教
育
の
質
の

確
保
・
向
上
を

図
る
た
め
に
も
、
重
要
な

課
題
と
と
ら
え
、
引
き
続

き
取
り
組
み
、「
学
校
運

営
協
議
会
」
の
活
用
も
検

討
す
る
。

設
置
し
、「
教
職
員
の
健

康
保
持
増
進
」、「
教
職
員

の
長
時
間
勤
務
の
縮
減
」

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
そ

の
都
度
、
検
討
・
審
議
し

て
い
る
。

問
　
現
行
の
「
教
職

員
衛
生
委
員
会
設

置
要
綱
」
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
が
定
め
る
要
件
を

具
備
せ
ず
、
改
善
す
べ
き

内
容
と
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
教
育
長
　

現
要
綱
は
、

委
員
会
構
成
員

を
規
定
す
る
な
ど
の
必
要

な
定
め
が
欠
け
て
い
る
。

　
教
職
員
の
健
康
障
害
防

止
、
衛
生
に
関
す
る
取
り

組
み
は
、
労
使
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
、

「
要
綱
」
の
改
善
を
図
る
。

問
　
「
衛
生
委
員
会
」

の
在
り
方
の
改
善

は
、
令
和
５
年
度
内
に
素

案
を
取
り
ま
と
め
、
６
年

度
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

な
る
の
か
。

問
　
収
束
の
兆
し
も

垣
間
見
え
る
コ
ロ

ナ
禍
で
、
教
職
員
の
安
全

と
健
康
保
持
、
快
適
な
職

場
環
境
づ
く
り
の
実
態
は
。

教
育
長
　
「
教
職
員
衛

生
委
員
会
」
を

教
育
長
　
「
安
全
衛
生

管
理
規
程
」
の

整
備
は
、
令
和
６
年
４
月

の
規
程
制
定
と
施
行
を
目

指
し
て
い
る
。

問
　
「
改
善
を
図
る
」

意
思
が
あ
れ
ば
、

規
程
の
施
行
日
を
待
た
ず

し
て
も
改
善
で
き
る
事
柄

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
改
善
の
一
例

と
し
て
述
べ
た

事
柄
は
、
規
程
の
制
定
前

か
ら
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

議員の
ひとりごと

平泉には県内でもいち早く設置された

「学校運営協議会」組織がある。家庭

と地域、行政が三位一体で子どもたち

の学びづくりが求められる。

髙
たか
橋
はし
伸
しん
二
じ
 議員

先生は部活の指導にも汗を流す

教
職
員
の
働
き
方
改
革
は

答
未
だ
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

安全衛生管理規程の策定は
答６年度までに制定する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
今
回
、
束
稲
山

麓
地
域
が
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
、
日
本
農
業

遺
産
の
位
置
づ
け
と
と
も

に
、
住
民
に
周
知
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　
今
後
、
住

民
に
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

町
長
　
平
泉
を
大
き

く
Ｐ
Ｒ
で
き
る

の
で
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

観
光
客
の
誘
致
に
活
か
す
。

問
　
認
定
と
な
っ
た

こ
と
を
告
げ
る
懸

垂
幕
な
ど
、
お
祝
い
ム
ー

ド
を
演
出
し
て
い
な
い

等
、
住
民
へ
の
周
知
が
不

十
分
で
な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　

２
市
１
町

と
県
南
振
興

局
と
で
、
作
成
を
検
討
し

て
い
る
。

問
　
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
検
討
は
ど
う

か
。農

林
振
興

課

長
　
束
稲
山
麓

を
印
象
付
け

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
検
討
し

て
い
る
。
完
成
後
は
、
２

市
１
町
の
商
品
に
貼
る
ラ

ベ
ル
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

問
　
一
ノ
関
駅
に
降

り
れ
ば
大
槻
三
賢

人
を
目
に
す
る
よ
う
に
、

平
泉
の
誇
る
遺
産
を
Ｐ
Ｒ

す
る
工
夫
が
必
要
で
は
な

い
か
。

農
林
振
興

課

長
　
今
後
は
日

本
農
業
遺
産

認
定
の
、
の
ぼ
り
旗
を
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
掲
示
し

た
い
。

問
　
認
定
後
の
取
り

組
み
が
大
事
で
あ

る
。
地
域
の
活
性
化
事
業

の
展
開
を
ど
う
図
っ
て
い

く
の
か
。

町
長
　
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
地
域

の
産
業
や
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
施
策
も
含
め
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
努
力
す

る
。

問
　
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
や
、
日

本
農
業
遺
産
は
文
化
遺
産

と
は
違
っ
た
意
味
で
、
先

人
の
暮
ら
し
や
願
い
を
思

う
こ
と
の
で
き
る
良
い
教

材
で
あ
り
、
学
習
に
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
日
本
農
業
遺

産
認
定
は
、
子

ど
も
た
ち
に
も
大
変
い
い

教
材
に
な
る
と
考
え
る
。

真
ま
篭
ごめ
光
みつ
幸
ゆき
 議員

地域を守る住民の連帯

束稲山麓地域日本農業遺産認定

議員の
ひとりごと

生母・長島・舞川地区は北上川東岸の一衣帯水

として、同じ歴史を刻んできた。遺産認定はゴール

ではない。この地域の活性化のため各自治体の、

枠を越えた取り組みを望みたい。

日本農業遺産認定後の活用策は
答関係機関と連携する

遺
産
活
用
で
平
泉
学
の
深
化
を

答
教
材
と
し
て
活
用
し
た
い
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一　般　質　問

問
　

保
育
所
に
病

児
・
病
後
児
保
育

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

構
築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
子
ど
も
が
病

気
の
際
の
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
は
、
子

育
て
世
帯
の
大
き
な
悩
み

と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、

平
泉
保
育
所
で
は
、
体
調

不
良
児
対
応
型
を
実
施
し

て
い
る
が
、
病
児
・
病
後

児
対
応
型
は
、
専
用
施

設
な
ど
が
必
要
と
な
り
、

構
築
は
難
し
い
。

問
　
園
児
が
使
用
し

た
オ
ム
ツ
を
保
育

所
で
回
収
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
　
本
年
１
月
に

厚
生
労
働
省
よ

り
、
保
育
所
に
お
い
て
使

用
済
み
オ
ム
ツ
処
分
を
行

う
こ
と
を
推
奨
す
る
旨
の

通
知
が
あ
っ
た
。
当
町
で

も
、
保
護
者
へ
の
負
担
軽

減
や
衛
生
面
、
保
育
士
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

よ
り
、
保
育
所
で
処
分
す

る
方
向
で
取
り
組
む
。

問
　
働
く
親
の
た
め

に
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
毎
週
土
曜
日

の
完
全
開
所
を
望
む
が
見

解
は
。

町
長
　
現
在
、
土
曜

日
の
開
所
は
、

す
ぎ
の
こ
ク
ラ
ブ
で
は
、

４
人
以
上
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
た
ば
し
ね

問
　
若
者
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
生
き

ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
奨
学

金
の
代
理
返
還
制
度
と

は
、
奨
学
金
を
受
け
て
い

た
社
員
に
対
し
、
企
業
が

返
還
額
の
一
部
ま
た
は
全

額
を
支
給
す
る
制
度
で
あ

る
。
奨
学
金
の
返
済
に
悩

む
若
者
の
支
援
、
人
材
不

足
に
悩
む
地
元
の
企
業
の

支
援
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。
企
業
に
対

し
、
奨
学
金
の
代
理
返
還

制
度
を
周
知
し
、
学
生
と

企
業
と
地
域
社
会
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
は
、
大
変

に
有
意
義
と
考
え
る
が
見

解
は
。

町
長
　
こ
の
取
り
組

み
は
、
奨
学
金

の
返
済
の
経
済
的
・
精
神

的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
と
定
着
に

つ
な
げ
る
有
意
義
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
関
係
各
所

と
連
携
し
、
周
知
を
図
り

必
要
な
対
応
を
講
じ
る
。

問
　
町
内
企
業
に
限

ら
ず
、
近
隣
の
自

治
体
と
も
連
携
を
図
り
、

企
業
に
周
知
し
、
若
者
が

都
会
へ
流
出
す
る
歯
止
め

に
な
る
と
考
え
る
が
見
解

は
。観

光
商
工

課

長
　
非
常
に
有

効
な
施
策
と

考
え
る
。
企
業
と
の
懇
談

を
通
し
て
、
調
査
、
研
究

を
し
て
い
く
。

ク
ラ
ブ
で
は
、
要
望
が
あ

れ
ば
開
所
し
て
い
る
。
今

後
は
、
必
要
な
指
導
員
の

確
保
の
取
り
組
み
を
進

め
、
土
曜
日
の
開
所
は
、

人
数
制
限
な
し
で
、
取
り

組
む
。

大
おお
友
とも
仁
さと
子
こ
 議員

更なる子育て支援を

議員の
ひとりごと

奨学金の代理返還制度は、支援を受けた

額の所得税が非課税となり企業側も法人

税の減額も見込まれる。大いに周知して

頂きたい。

安
心
、
安
全
な
子
育
て
環
境
の
整
備
を

答
今
後
も
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む

奨学金の代理返還制度の周知を
答関係各所と連携する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
不
登
校
児
・
生

徒
の
勉
強
面
以
外

の
協
調
性
、
社
会
性
を
育

て
る
教
育
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
不
登
校
に
は

様
々
な
要
因
と

段
階
が
あ
り
、
決
ま
っ
た

対
応
策
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
置
か
れ
た
状
況
や
性

格
・
特
性
に
応
じ
た
対
応

を
し
て
い
る
。
例
え
ば
登

校
が
つ
ら
い
子
ど
も
で

も
、
家
か
ら
出
ら
れ
る
子

は
で
き
る
範
囲
で
、
休
日

に
近
所
の
子
や
友
人

と
遊
び
に
行
く
な

ど
、
無
理
は
さ
せ
ず

に
可
能
な
範
囲
の
努

力
を
し
て
い
る
。

問
　
不
登
校
状

態
の
児
童
・

生
徒
の
再
登
校
へ
の

取
り
組
み
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

教
育
長
　
家
庭
と

学
校
と
の

繋
が
り
を
途
絶
え
さ
せ
な

い
よ
う
、
密
な
連
絡
を
取

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
家

庭
訪
問
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
担
任
が
中
心
と
な
り

対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
は
学

習
交
流
施
設
エ
ピ
カ
に
適

応
支
援
教
室
を
開
所
し
、

登
校
で
き
な
い
児
童
・
生

徒
の
居
場
所
を
作
り
、
そ

こ
に
は
学
校
と
は
異
な
る

支
援
員
を
配
置
し
、
再
登

校
に
向
け
た
支
援
や
相
談

を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長
　
か
つ
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
な
ど

で
各
校
の
取
り
組
み
等
を

紹
介
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
。
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
も
あ
る
が
、
年
度

当
初
に
保
護
者
に
も
周
知

し
て
い
き
た
い
。

問
　
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
リ
ス
ク
を
含
め
た

※
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
現
状
は
。

教
育
長
　
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
各
学
校

の
学
年
に
応
じ
て
行
っ
て

い
る
。
特
に
平
泉
小
学
校

で
は
昨
年
11
月
に
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

招
き
、
よ
り
専
門
的
な
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
を
行
い
、

参
観
日
に
は
親
子
で
情
報

問
　
平
泉
小
学
校
い

じ
め
防
止
基
本
方

針
を
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
を
、

直
接
的
に
授
業
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
む
こ

と
は
せ
ず
、
主
に
道
徳
の

授
業
で
い
じ
め
に
関
す
る

授
業
は
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
、
い
じ
め
防
止

の
た
め
の
教
育
・
指
導
が

毎
年
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

問
　
各
校
の
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
を

保
護
者
に
配
布
す
る
な

ど
、
当
町
の
い
じ
め
に
対

す
る
強
い
姿
勢
を
、
保
護

者
に
強
く
示
し
て
は
ど
う

か
。

モ
ラ
ル
教
育
を
学
ぶ
な

ど
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
へ

の
ス
マ
ホ
の
持
ち
込
み

は
、
登
下
校
時
の
体
調
不

良
の
連
絡
や
、
通
学
時
の

防
犯
上
の
観
点
か
ら
許
可

制
を
と
っ
て
い
る
。

義務教育期間は、将来的に社会に適応す

るための土台作りの時間だと思います。

フォローと同時に時には厳しく接する

ことも必要ではないでしょうか。

議員の
ひとりごと

氷
ひ
室
むろ
裕
ひろ
史
し
 議員

リテラシー教育を重点的に

不登校へのフォロー体制は
答家庭訪問等で対応している

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
活
用
は

答
指
導
に
組
み
込
ん
で
い
る

※ネットリテラシーとは… インターネットの情報や事象を正しく理解
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一　般　質　問

問
　

令
和
２・
３
年

度
決
算
及
び
、
令

和
４
年
度
予
算
で
一
般
会

計
か
ら
１
億
２
０
０
０
万

円
超
の
繰
り
入
れ
を
し
て

い
る
が
考
え
は
。

町
長
　
入
館
者
の
減

少
、
施
設
の
老

朽
化
、燃
料
、光
熱
水
費
等

の
支
出
増
加
に
よ
る
繰
入

金
の
増
額
で
あ
る
。今
年
度

は
、
機
械
設
備
の
更
新
で

例
年
以
上
に
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
増
加
し
た
。

問
　
今
後
も
財
政
調

整
基
金
か
ら
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
な
支
出
を

続
け
る
の
か
。

町
長
　

改
善
の
た

め
、
施
設
の
活

性
化
に
向
け
た
調
査
を
委

託
し
、分
析
を
し
て
い
る
。

検
証
に
よ
り
、
繰
入
金
の

抑
制
と
経
営
健
全
化
に
向

け
取
り
組
む
。

問
　
２
０
０
万
円
の

事
業
費
で
外
部
に

施
設
の
運
営
と
そ
の
将
来

に
つ
い
て
、
各
種
調
査
を

委
託
実
施

し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー

ト
は
ど
の

よ
う
に
実

施
さ
れ
た

の
か
。

町
民
福
祉

課

長
　

町

民

３
０
０
人
に

郵
送
し
、
１
４
８
人
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。
６
割
が

こ
の
１
年
以
内
に
利
用
せ

ず
、
施
設
実
利
用
の
90
人

か
ら
は
、
３
分
の
２
が
ほ

ぼ
毎
日
か
、
週
に
１
回
以

上
利
用
し
て
い
る
と
の
回

答
を
得
た
。

問
　
温
泉
源
泉
の
所

有
者
は
誰
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
町
と
企
業

が
半
分
ず
つ

所
有
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
公
共
交

通
を
町
で

提
供
し
て
い
て
は
、
長
続

き
し
な
い
と
の
結
果
が
各

地
で
出
て
い
る
。
停
留
所

の
新
設
置
や
増
便
に
つ
い

て
は
、
予
算
的
に
も
現
状

の
運
行
が
望
ま
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
基
金
活
用
事
業

・ 

小
・
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

整
備
と
運
用

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
停
留
所
整

備
は
。

町
長
　
バ
ス
停
の
標

識
を
作
成
し

た
。
今
後
設
置
す
る
が
、

待
合
所
設
置
の
財
政
負
担

は
困
難
で
あ
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
増
便
の
可

能
性
及
び
、
町
役
場
に
停

留
所
設
置
の
考
え
は
。

議員の
ひとりごと

初任給からの若い職員層の待遇改善が
持続的に続くことが、どのように地域
の活性化に結びつくのか。20人台の
出生、「超」少子高齢化の局面を支え
る職員の熱を、どう見守るのか。

猪
いの
岡
おか
須
より
夫
お
 議員

新しくなる停留所

経営健全化は図られるのか

新しくなった停留所標識

健
康
福
祉
交
流
館
の
運
営
は

答
経
営
健
全
化
に
向
け
取
り
組
む

交通施策の改善策は
答現行の運行を維持する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
人
口
減
少
対
策

で
の
移
住
者
の
住

宅
や
生
活
補
助
は
。

町
長
　
移
住
者
が
空

き
家
を
取
得

し
、
改
修
す
る
際
に
子
育

て
世
帯
の
場
合
は
、
加
算

し
て
支
援
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
は
町
営

住
宅
を
活
用
し
た
「
お
試

し
居
住
体
験
事
業
」
で
移

住
を
促
進
し
て
い
く
。

問
　
保
育
料
や
学
校

給
食
費
の
無
償
化

は
。町

長
　
学
校
給
食
費

の
無
償
化
は
少

子
化
対
策
へ
の
有
効
な
方

法
で
あ
る
が
、
財
政
負
担

が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
県
で
は
、
３

歳
児
以
降
の
保
育
料
無
償

化
の
方
針
を
打
ち
出
し
、

町
で
も
無
償
化
範
囲
を
広

げ
る
準
備
を
し
て
い
る
。

問
　
就
学
援
助
を
高

校
や
、
大
学
ま
で

拡
充
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
町
と
し
て
就

学
援
助
を
高
校

や
大
学
へ
拡
充
す
る
考
え

は
な
い
が
、
育
英
資
金
に

つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
を

見
な
が
ら
制
度
の
充
実
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
き
た

い
。
経
済
的
な
援
助
が
必

要
な
学
生
に
は
、
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
や
返
済

考
と
な
る
指
針
を
策
定
中

で
あ
る
。
指
針
が
３
月
中

に
示
さ
れ
、
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
で
※
２
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
学
習
を
進
め
、
理

解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　
昨
年
一
関
市
で

導
入
し
た
※
１
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
全

国
的
に
も
広
が
っ
て
い

る
。
平
泉
町
で
も
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
岩
手

県
で
は
市
町
村

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
す
る
た
め
の
参

不
要
の
高
校
生
等
奨
学
給

付
金
制
度
が
あ
る
。

問
　
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
定
額
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
「
ひ
と
り
親

家
庭
の
た
め
の

支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
、
相
談
者
に
寄

り
添
え
る
支
援
を
し
て
い

く
。

ひとり親世帯の収入は少ない。

利用できる制度を知らない人が

多くいるようです。足りない制

度は町で作ってもらおう。

議員の
ひとりごと

阿
あ
部
べ
圭
けい
二
じ
 議員

ひとり親のガイドブックの普及を

移住者の住宅・生活補助は
答子育て世帯は加算して支援

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
は

答
県
の
指
針
を
参
考
に
検
討

※１「パートナーシップ制度」とは…
　　　 同性婚が法的に認められていない日本におい

て、自治体が独自に LGBTQ＋のカップルに
対して「結婚に相当する関係」の証明書を
発行し、様々なサービスや配慮を受けやすく
する制度。

※２「 LGBTQ＋」とは…
　　　 同性愛者、両性愛者、また、自身の性自認や

性的指向が定まっていない状態の方。
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一　般　質　問

問
　
施
政
方
針
演
述

で
は
、
認
知
症
に

関
し「『
予
防
』と『
共
生
』

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推

進
」
と
し
て
い
る
。
認
知

症
予
防
に
効
果
が
あ
る
補

聴
器
へ
の
補
助
の
考
え
は
。

町
長
　
補
聴
器
に
よ

る
認
知
症
予
防

の
効
果
は
、
国
で
検
証
、

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
引
き
続
き
国
や
県
、

他
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
す
る
。

問
　
過
去
に
は
、
エ

ビ
デ
ン
ス
が
な
い

と
答
弁
が
あ
っ
た
。
研
究

結
果
は
出
て
い
る
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
補
聴
器

を
使
用
す

る
こ
と
で
認
知
症
が
予
防

で
き
る
の
か
は
、
現
在
も

研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

公
表
な
ど
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
で
病
気
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
い
の
は
難
聴

だ
と
い
う
。
認
知
症
で
い

ろ
い
ろ
な
障
が
い
を
３
割

助
長
さ
せ
る
と
い
う
研
究

結
果
も
出
て
い
る
。
老
後

も
安
心
し
て
社
会
生
活
も

で
き
る
よ
う
に
、
具
体
的

な
方
向
性
も
示
せ
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
直
近
に

補
助
制
度

を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
財
政
的
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
て
難
し
い
と
考
え
る
。

問
　
教
育
行
政
方
針

で
は
「
平
泉
が
守

り
育
て
て
き
た
平
和
希
求

の
思
想
を
学
び
、
深
め
、

そ
し
て
広
く
発
信
し
て
い

く
使
命
」
に
つ
い
て
述
べ

た
が
、
そ
の
意
義
や
考
え

は
。教

育
長
　
不
安
定
な
世

界
情
勢
の
中
、

奥
州
藤
原
氏
の
平
和
主

義
、
平
等
主
義
は
、
現
代

社
会
に
お
い
て
、
大
切
な

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
思

想
と
、
改
め
て
認
識
し
て

い
る
。

　
奥
州
藤
原
氏
の
平
和
希

求
の
思
い
を
学
び
深
め
な

が
ら
、
主
体
的
に
発
信
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
の
育
成

に
努
め
た
い
。

問
　
平
泉
町
出
身
の

元
県
議
会
議
員
が

「
中
学
生
の
時
、
先
生
が

南
京
事
件
の
資
料
で
話
を

し
た
。
学
校
の
教
育
現
場

で
政
治
的
な
主
義
主
張
は

慎
む
べ
き
だ
」
と
い
う
発

言
を
し
て
い
た
。
平
和
の

教
育
を
し
て
い
く
こ
と

は
、
非
常
に
大
事
で
は
な

い
か
。

教
育
長
　

子
ど
も
に

今
、
何
を
伝
え

た
い
か
と
い
う
と
、
平
和

の
大
切
さ
で
あ
る
。
初
代

藤
原
清
衡
公
は
、
城
で
は

な
く
て
寺
院
を
建
て
た
と

い
う
こ
と
の
尊
さ
、
原
点

に
戻
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
 議員

役場庁舎前にある「浄土の心」の碑

議員の
ひとりごと

メモが見えないという教訓から、芯をＨＢから
２Ｂに変えた。今議会は良く見えた。しかし質問
中のメモで芯がよく折れた。質問席の原稿台は
芯がいっぱい。

補
聴
器
へ
の
補
助
は

答
考
え
て
い
な
い

平和希求の発信と使命とは
答平和思想を学び発信
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問
　
国
が
子
ど
も
家

庭
庁
を
創
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
当
町
も
母

子
保
健
と
児
童
福
祉
、
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
業
務

の
一
元
化
を
図
る
こ
と
に

な
る
の
か
。

町
長
　
令
和
６
年
度

に
「
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す

る
。
こ
れ
は
妊
産
婦
、
乳

幼
児
の
相
談
・
支
援
だ
け

で
は
な
く
、
虐
待
や
貧
困

な
ど
困
難
を
抱
え
る
家
庭

の
相
談
な
ど
に
も
当
た

り
、
子
育
て
世
代
全
般
を

支
援
す
る
役
割
を
担
う
。

問
　
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
開
設
の
た

め
に
は
、
職
員
配
置
も
含

め
た
機
構
改
革
も
必
要
に

な
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

は
。町

長
　
新
設
に
向
け

て
組
織
改
編
の

準
備
を
令
和
５
年
度
に
行

う
。
社
会
福
祉
士
や
児
童

福
祉
司
な
ど
の
専
門
職
の

配
置
と
職
員
体
制
、
設
置

場
所
を
早
期
に
検
討
す
る
。

問
　
幼
稚
園
・
保
育

所
の
複
合
施
設
と

し
て
い
る
が
、
幼
稚
園
児

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
教
育
活
動
に
無
理
が

生
じ
な
い
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
共
働
き
世

代
が
増
加
す

る
中
、
幼
稚
園
児
の
減
少

は
あ
る
が
、
現
状
で
は
幼

稚
園
・
保
育
所
と
の
合
同

活
動
を
実
施
し
な
が
ら
、

施
設
使
用
を
超
え
た
幼
児

教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

と
集
団
検
診
を
行
っ
て
い

る
。
内
科
、
歯
科
に
加
え

て
発
育
、
発
達
、
生
活
リ

ズ
ム
、食
事
な
ど
を
確
認
、

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
に

つ
い
て
は
専
門
職
の
相
談

に
繋
げ
て
い
る
。

問
　
ス
ム
ー
ズ
な
就

学
に
繋
げ
る
た
め

の
支
援
は
。

問
　
発
達
障
が
い
が

児
童
・
生
徒
の
９
％

に
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
早
い
段
階
の
支
援

で
障
が
い
に
至
ら
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

乳
幼
児
健
診
の
役
割
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
１
歳
６

か
月
、
２

歳
６
か
月
、
３
歳
６
か
月

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
教
育
委

員
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
発
達

支
援
教
室
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
に
繋
げ
て
い
る
。

問
　
幼
児
健
診
後
の

子
ど
も
の
成
長
を

確
認
す
る
場
と
し
て
、
実

施
し
て
い
た
年
中
児
教
室

の
再
開
は
。

町
長
　
教
室
を
通
し

て
保
護
者
か
ら

の
相
談
が
あ
り
、
発
達
支

援
教
室
や
ペ
ア
レ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
繋

が
っ
た
。
ま
た
保
健
師
、

保
育
士
、
保
護
者
と
三
者

で
子
ど
も
の
様
子
を
共
有

で
き
る
機
会
で
あ
っ
た
。

就
学
前
か
ら
の
準
備
と
適

切
な
支
援
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
再
開
を
模

索
し
て
い
く
。

令和６年に設置する「子ども家庭
センター」が専門職による子ども
の健康、福祉の総合的な相談窓口
となるよう期待する。

議員の
ひとりごと

升
ます
沢
ざわ
博
ひろ
子
こ
 議員

発達段階ごとの乳幼児健診

子ども政策の一元化を
答子ども家庭センターを開設

児
童
の
発
達
支
援
へ
の
関
わ
り
は

答
乳
幼
児
検
診
な
ど
で
適
切
な
支
援
へ
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